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第６回9月6日(日)「おどる浮沈子で魚つり」 
                                講師：市江 寛 先生（神奈川県私立鎌倉学園中学校・高等学校） 

日本物理学会 2015年度 自然の不思議－物理教室 

浮沈子を作るための実験材
料です。 

 
 

ペットボトルを強くにぎる
と中の浮沈子が沈み、離す
と浮沈子が浮くことがわ
かった。 

 
 

ペットボトルを傾けたり工
夫して、魚つりの成功！！ 

容器の側面に穴をあけ、容
器の口からS字フックを差
込み、浮沈子が完成。 

つり上げ用の魚が水の中で
立ち上がるように魚に入れ
る水の分量を調整する。 

浮沈子が沈む時の浮力と重
さについて市江先生の実験
で浮力＜重さがわかった。 


